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香美市教育委員会定例会会議録 

（令和３年１１月２４日） 

 

招集年月日   令和３年１１月１７日（水） 

招 集 場 所   香美市本庁舎 ２階 教育委員会会議室 

会議の日時   令和３年１１月２４日（水）午前９時 

出 席 者   白川 景子  宮地 憲一  浜田 正彦  西 美紀  小松 清貴 

欠 席 者   な  し 

 

説明のための会議出席者 

  教育次長               秋月 建樹 

教育振興課長             公文 薫 

生涯学習振興課長           黍原 美貴子 

教育振興課学校教育班長        一圓 まどか 

教育振興課学校教育班係長       横田 尚明 

教育振興課総務班係長         大峯 啓之 

 

職務のための会議出席者 

 

 

会議録署名委員 

  小松委員 

 

傍聴人氏名 

  なし 

（開会時刻 午前９時００分） 
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浜田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。ただ今から、令和３年１１月香美市教育委員会定例会を開

催します。 

本日の委員会は全員出席です。 

本日の議事録署名委員は小松委員さんです。よろしくお願いいたします。 

まず、前回議事録の承認をお願いをいたします。 

 

私の図書館検討委員会の委員の年数が、間違っていましたので、7年に修正をお

願いします。 

 

他にございませんでしょうか。承認ありがとうございました。 

それでは、次に議事に入ります。議案第１号、香美市就学援助事務取扱要領の一

部を改正する告示について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

議案第１号「香美市就学援助事務取扱要領の一部を改正する告示について」 

 

（議案説明） 

 

少し時間をとって見ていただいてから、ご質問、ご意見をお願いします。 

 

ちょっと、２、３質問したいです。 

１つは、香美市の議案の提出の仕方かもしれないけど、新旧対照表で別表で説明

になってるんやけど、議案にもあって、様式の場合、後ろにもあると。なんかこ

う、ダブったもんが２つあるいうのは、まあ新旧対照やから仕方がないけれど、

こういう様式の場合はこういう出し方を大体しよったかね、１つは。 

ほんで、もう一つは、提案理由のとこですけど、①の世帯更生貸付補助金が変更

になったっていうのは、多分想像で思えるのは国の法律とかいろんなもんが、だ

からその手前の原因を入れちょってもらいたいなあと、こうなったからこうい

うふうに変えますというようにしてもらうと非常に有難いし、この委任する事

項とか言葉の変更した部分は、出来れは下線を引いちょってもらったほうが、非

常に皆さん多分様式で、どこが変わったっていうのが一目で分かる。 

最後にいつも思いよったがですけんど、学校長意見蘭のとこの経済的支援とい

うのを追加されてるんやけど、妙に１から、まあ今回６が追加になったがやけん

ど、全て経済的な理由で援助しゆうわけですよね。どう違うんだと、ここの言葉

は。 

１番に丸しようが、何番に丸しようが、例えば１、生活状態が悪いと認められる
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という、けどその１つの原因・理由が２、３、４、ほんで５に至っては、欠席日

数が多いというのは理由になってるのかと。欠席日数が多いということは問題

じゃないんですよね。家庭的に経済的な支援を受けなくちゃいけない状況やか

らという部分なので、ほんで多分６が出てきたんやないかと思うがやけんど。 

学校長がこれを丸する時に、どういう観点でしゆうのかなという疑問が、それや

ったら言葉で書くなり、必要ないと支援は、そういう言葉があってもいいんじゃ

ないかと、丸を付けるやったら、比較だから、その辺を、お願いします。 

 

はい、３点ございましたが、まず１点目の対照表のことにつきまして。 

 

対照表につきましては、おっしゃられたように、様式のほうに下線を引いて、見

やすくしたほうが良かったというふうに思います。それは今回、新と旧を付ける

ような形でのスペースになってしまいましたので、結局こう、両方見ないと分か

らないというような状況になっていますので、その辺りは議会に提案する時に

は、気を付けたいというふうに思います。 

 

１つはねえ、議案の「別記様式を次のように改める」というところに、議案説明

書の言葉で表現できないかなと、様式の場合は。結果的に、様式は後ろの付いち

ょるわけやない、新旧で。 

 

説明資料として後ろへ付けてまして。 

 

その説明資料が、議案の構成上、説明資料ではいかん言われたらこうやって載せ

ないかんけども、議案の一部を構成するものとして、言葉で別紙説明書の資料の

とおりとか、いろんな言葉でいいがやったらもう、重複して入れる必要は全く無

いので。 

 

済みません。総務の法制のほうと協議をして、提案の形としてはこの形で問題な

いということではあったんですけど、ただ見た時に、やはり線が有るのと無いの

とで違ってくると思うんです。ですので、まあ下線の部分を変更しましたという

ようなことで、提案をさせていただいたほうが見やすいかなと思います。ただ様

式に下線がある場合もあって、その場合、分かりにくくなってしまうということ

もありますので、また法制係と相談をして、しっかり提案をする時には改めたい

と思います。 

それと、もう１点ありました世帯貸付補助金なんですけれども、これにつきまし

ては、説明がここでちょっと不足しておったんですが、平成２年に高知県の世帯



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

浜田委員 

 

更生資金貸付補助金制度っていう、これは社会福祉協議会に資金を貸し付けて、

そこで困窮世帯の方に生活資金という形で、お金の貸し出しをしている制度と

いうふうに調べておりますが、この補助要綱が平成２年に生活福祉資金貸付制

度に変わっているんですけれども、詳しい理由、今まで香美市の市の現状制度に

おいては、世帯更生資金貸付補助金という名称がずっと今まで残っていたんで

すが、法制なんかと相談すると、これはもう生活福祉資金貸付制度に変わってい

るけれども、このまま行くのかいというような話もあって、制度の名称が大元で

変わっているのであれば、就学援助事務取扱要領の名前も変えちょったほうが

いいでしょうということで、今回大変遅くなって申し訳ございませんが、今回こ

の様式の変更に合わせて一緒に変えさせていただきたい。もう様式にもその名

前が出てきておりましたので、変えたほうがいいということで今回提案させて

いただきました。 

それと、もう一点、様式の学校長意見蘭の保護者の職業が不安定でとかそういう

番号各ありますが、ここは事務取扱要領そのものにそういった記載があって、学

校長は教育的見地から対象者について意見を付してというようなことがあっ

て、そういった経済的な理由による欠席日数が多いとかいうようなことが要領

に書かれていたりしますので、そこがあって、申請者の様式のほうに学校長の意

見として、教育的見地からというようなことでの項目があるというところです。 

 

いや、このことが１から従来は６まであったんですけど、この言葉が適切かとい

うことだけ聞きゆうんです。当然のことなんで、教育的見地からこういうことを

しなくちゃいけないという部分において。同じことを、校長が丸する時にどこで

もえいような感じの、４番以外はどこでも、４番と５番、まあ欠席日数が多いと

かいうのは、子どもの状態を言いゆうことであって、これ就学援助をするかどう

かに相応しい言葉ではないですよね。要は、状況は生活が苦しいのでやってくだ

さいよということなので。 

だから、本来言うたら、具体的に書いてもらうなり、さっき極端な事を言ったけ

ど、まあ援助する必要がないとかいう項目があってもおかしゅうないわけです

よね、いや、意見としては。 

同じようなことを言ってるんやないかと、もうちょっとこう、整理をせないかん

なあと。 

 

先ほどいただいたご意見なんですけれども… 

 

事務取扱要領のほう… 
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事務取扱要領のほうに… 

 

そういう言葉がある。 

 

ありまして、保護者が失業対策事業適格者手帳を有する日雇い労働者でありま

すとか、これは職業が不安定というようなところにつながってくるのかなとい

うところです。 

それと、保護者の職業が不安定で、生活状態が悪いとかいうような形で、事務取

扱要領の本則の中にそういった記載がありますので、そういったことがあって

様式のほうに、そこから文言を引っ張って来て、学校長がその対象となる児童生

徒、それからその保護者の家庭の状況について把握していく場合は、学校長意見

として、そこをお示しいただくような形になっているというところです。 

これまで６が無かったということで、その他のところに経済的な理由で援助を

要する状況というのを書き込んでいただいていたんですけれども、事務さんと

話をする中で、校長が常に就学援助の時期になると、大きい学校では何百名とい

う申請が出てきます。それをその他に丸をして、理由を具体的に毎回記入をして

いただいてたんですけれども、理由としては経済的な理由により、援助を要する

状況ということが１つ大きな理由としてありますので、それなら項目として入

れてもらっていたほうがいいんじゃないかというようなことがありまして、今

回申請書の様式の中に入れさせていただいたというところです。 

 

まああんまり言われんけんど、行政が作る様式としては理由もないし、例えばＡ

校長は、どっかへ丸付けて具体的に書いてこないですよね、他の校長は書いてる

のは知ってるんですけどね。もうちょっとこう、統一できませんかね。 

要綱そのものが、なんかもうちょっと整備されたら、ちょっとさっきの言葉、生

活福祉資金の世帯更生というような、多分言葉が今の時代に適切かどうかとい

うことで、県のほうも、まあ国のほうも変わってるんだと思うんですけど。やっ

ぱり時代と共に見直しをしなくちゃいけないのじゃないかなと思うんです。 

 

１から５までについては、児童生徒の状況というか、その部分を丸をするように

なってるんですよね。しかし６番は、この児童生徒を見た学校長のこれは意見に

なってますわね、ほんで種類が全然違うのが列記されちゅう。援助を要するとい

うのは、下段の「以上、申請者については就学援助が必要と思われます。」とい

うとこに書いてあるので、妙に重複しちゅうような気もするんですよね。それ

で、その上にその６番が私も必要なのかどうか、ちょっと疑問ですけど。 

１から５は具体のことを書いてますわね。 
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質問して今急にということは、一応この様式はいいんじゃないかと、まあ見直し

をすることは。そのこと自体はいいんやけど、言葉はまあ教育委員会事務局のほ

うで、少し整理をしてもらって。 

 

この６番については、１から５まではおっしゃられるように児童生徒の状況と

いう、まあ教育的見地から学校長が把握している状況というところでの丸をす

る欄になっていると思います。６番はそれとはちょっと異質なものというとこ

ろなんですけど。これは、これから就学援助の申請が始まっていくんですが、ま

だ学校に就学していないお子さんもいらっしゃるんです。そのお子さんについ

ては、学校長が学校の状況というのが分からない状態です。就学援助の申請書自

体は、今度就学を予定している学校に出していただいて、学校のほうで就学援助

の申請が出ているということも把握をしていただいて、その上で教育委員会の

ほうへ送致をしていただくということになって、そういう時に学校長の意見と

しては、なかなか１から５番までというのは丸がしにくい状況ではあると、これ

までその他に丸をしていたというところがありました。そういったことへの対

応ということもあって、この６番というものを入れてほしいというのを、学校の

事務のほうからそういった相談もありまして、今回提案をさせていただいたと

いうところです。 

学校に通われている子どもさんについては、１から５までに当てはまる子ども

さんがいれば、多分１から５に丸が入ってくるんだと思うんですけれども、そう

でないお子さんについては、これまでその他に丸が入って、経済的状況が悪いと

か、保護者の就労状況が悪いとかいうようなことでの申請というようなことに

はなっておりました。 

 

そしたら、委員さん方からのご意見を反映して、実際記入する学校の状況と照ら

し合わせて、１２月１日から施行ということでよろしいでしょうか。 

校長先生達は６番のことを分かっているという判断で、ここに６が記載されて

いるということになろうかと思います。 

それでは、事務局のほうでご意見を反映させていただいて、１日から施行すると

いうことでよろしいでしょうか。ご異議ございませんでしょうか。 

では、議案第１号は承認されました。ありがとうございました。 

それでは、議案第２号、財団法人アンパンマンミュージアム振興財団の事業の総

合調整及び助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について、事務局よ

り説明をお願いいたします。 
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議案第２号「財団法人アンパンマンミュージアム振興財団の事業の総合調整及

び助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について」 

 

（議案説明） 

 

まあ議案なので新法というのはなんだということです。この新法が平成１８年

に改正され新しくなってるわけですね、法人に関する部分が。そしたらここへ持

って来て、改正新法言うたらなんだと言うた時に、分かりますか。 

 

分かりません。 

 

言葉としては分かるんですけど議案なので、正確に説明を書くなりしてくださ

い。それだけです。 

 

私、意見としては適切であると思いました。 

 

他にご意見ございませんでしょうか。ありがとうございました。 

では、議案第２号は、承認されました。 

議案第３号、通学区域（校区）外通学ついて、よろしくお願いいたします。 

 

議案第３号「通学区域（校区）外通学ついて」 

 

（議案第３号は、非公開案件審議） 

 

続いて、議案第４号について、お願いいたします。 

 

議案第４「通学区域（校区）外通学ついて」 

 

（議案第４号は、非公開案件審議） 

 

続きまして議案第５号、説明をお願いいたします。 

 

議案第５号「区域外就学について」 

 

（議案第５号は、非公開案件審議） 
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それでは、議案第６号お願いいたします。 

 

議案第６号「通学区域（校区）外通学ついて」 

 

（議案第６号は、非公開案件審議） 

 

続いて、議案第７号、よろしくお願いします。 

 

議案第７号「通学区域（校区）外通学について」 

 

（議案第７号は、非公開案件審議） 

 

それでは、議案第８号、よろしくお願いいたします。 

 

議案第８号「通学区域（校区）外通学について」 

 

（議案第８号は、非公開案件審議） 

 

それでは、第９号、通学区域（校区）外通学ついて。 

 

議案第９号「通学区域（校区）外通学ついて」 

 

（議案第９号は、非公開案件審議） 

 

それでは追加議案のほうになりますが、議案第１０号、ＧＩＧＡスクール推進事

業検証委員会設置要綱の制定について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

議案第１０号「ＧＩＧＡスクール推進事業検証委員会設置要綱の制定について」 

議案第１１号「ＧＩＧＡスクール推進事業検証委員の委嘱について」 

 

（議案説明） 

 

ご意見、ご質問お願いいたします。 

 

１つだけ。まあこういう形式での設置要綱はあると思うんですけど、趣旨に事業

の目的が書かれているんですけど、本来趣旨以外のところに、こういう目的でこ
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れを設置して、この組織はこういうことをしますというのがあるのが普通では

なかろうかと思うんですね。趣旨やなくて、趣旨は趣旨で結構なんですけど、そ

れを設置する目的というのが大体、設置目的のためには条項が設けられるのが

通常やと思うんですけど。それが無いのは、ただこういう大まかなことで、趣旨

でこういうことやりますよと、組織はこういうもんですよということで、具体的

にこういうことを諮ってもらいたいとかいうのが無いからこういう形になって

るんですか、厳しい言い方したら。 

 

主にどういう審議をするかというのは趣旨に書いてあるような内容なんです

が、ＧＩＧＡスクール事業はいろいろ検討する事項もありますので、この検証委

員会だけでどれだけのことが出来るか、ちょっと役割も、まあ主には推進のほう

をこの検証委員会のほうで審議していただいて、当然セキュリティーの関係と

かいうところも、当然検証とかしていかないといけないところなんですが、検証

委員会自体年２回しかやらないというところもあって、とてもそこでセキュリ

ティーの話しだしたら、もう推進とかの審議には行けないと思いますので、セキ

ュリティーに関しては、学校の情報セキュリティーポリシーを作ったり改正し

たりする別の会議が一応ありますので、そちらのほうで審議していくことにな

るのかなと。まあ、ちょっと第１回の会で、役割分担というか、セキュリティー

に関してはセキュリティーの委員会を中心に、主には事務局で話をしていって、

ここの検証委員会では、主に推進のほうのところを話していくというようなと

ころで、今後進めて行きたいかなと思っております。 

実際のところ、当然この進捗管理とかいうのは、会のほうで事務局から説明させ

ていただくんですが、それに対するご意見と、なお、もう１歩こう推進していく

ためのご意見をいただきたいというところで考えております。 

 

現状その、学校情報セキュリティーポリシーの会っていうのはあるんですか。 

 

要綱自体はあって、情報セキュリティーポリシーっていう文書自体も作ってま

す。ただ、ＧＩＧＡスクールも始まって、当然改正をそれに応じてしないといけ

ないんですが、現状まだそこまでちょっと出来てないところで、来年度ちょっと

業務委託とかで、元々のセキュリティーポリシーも市の電算とかでちょっとサ

ポート業務している業者がありますので、そこの業者に協力して、学校情報のセ

キュリティーポリシーというのを作ってもらってます。来年度、一応予算計上で

業務委託をして、ＧＩＧＡスクールに合う内容に改正する。改正して、けど、そ

の内容をどういうふうに運用していくかというのは、またちょっと別途、学校の

担当者の方とかにも入っていっていただいて、実際どう運用するかみたいな話
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浜田委員 

 

 

 

も当然していかないといけませんので、そこのところを来年度やっていかない

かんなというところであります。 

 

例えばこのＧＩＧＡスクールの推進事業、小中１０校の状況をここが検証する

わけですね、評価とか、そういう理解でいいんですか。 

 

そうですね、まあご評価いただいて、委員として、学校の現場の情報は担当者に

入ってもらうつもりをしてますので、どうしても教育委員会側で予算を組んで

事業をやるというところで、ちょっと現場との意識のズレみたいなのもあろう

かと思いますので、そういう意味では、現場の感覚でちょっと動いてもいただき

たいなというところもあります。 

 

ちょっと心配しゆうのは、国が２年前倒しでこういう事業、タブレットの導入と

かいうことで、非常に学校間の意識の差とか活用の差、これからどういうふうに

将来これを活用してやっていこうかという、いろんなこう差が出てきてるよう

な気がします。というのは、学校長とか、そういう専門性がある先生がおるとこ

ろは早目に、けども、そういう先生が少ないところはなかなか動きづらいという

部分があると思うんですけど。そういった中で香美市のＧＩＧＡスクールとい

う大前提を推進するという部分で、この会がどういう位置づけでどういうこと

をやっていくんだと。 

教育委員会とか学校に、まあ教育委員会は推進していかないかんけど、学校に放

り任して、学校の中にある個別の委員会かなんかでやってもらうというように

決めてるのか、その辺がちょっと分かりづらいんですよね。そこをちゃんと明確

にしてないと、ＧＩＧＡスクールそのものが、推進評価、そういうことが回って

いかないんじゃないかなあというのをちょっと心配して。 

 

ＩＣＴ自体を推進するっていうことで、ＧＩＧＡスクールより前に情報担当者

の会とかいうのもやってますので、結局そこで、ＧＩＧＡスクールに関してどう

いう取り組みをしていくかとかいう、じゃあ情報担当者会でＧＩＧＡスクール

に対してどんな話するとか、そこもまだはっきりとこうしてないところもあり

ますので、ちょっとそこは、今後整理していかないといけないなと思ってます。 

 

というのは、ＩＣＴの功罪と言うか、メリット、デメリットは当然あるわけで、

それを学校現場が全部引き受けなくちゃいけない状態なので、そしたら、そこの

検証とかそれはどこがするんだと。教育委員会事務局は担当者が来てこういう

場で話すのか、こういう会を設けて、ちゃんとそこら辺のことも含めて、香美市
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教育長 

 

のＩＣＴ教育をどういうふうに進めていくのかなと思った会がこれだと思った

から聞いてるんですけどね、そこら辺はどうですか。 

 

まあ、あくまでＧＩＧＡスクールの検証委員会なので、そのＩＣＴに関してはＧ

ＩＧＡスクールに納まらない話なので、その全体の検証とか話とかいうのをど

ういう仕組みでやっていくかっていうのは、またちょっと別途考えていく必要

があろうかなと。 

 

確かにね。ＩＣＴ教育って言うてしもうたらいかんけど、けど今の時点で１０

０％やないにしても、大部分が、ＧＩＧＡスクールが多くの市町村で担ってます

よね。だから… 

 

これは浜田委員さんが言われるように、やっぱりこう、ＧＩＧＡスクールの功罪

について、やっぱり学校任せにするということは委員会事務局ももたんです。ど

っかでもうちょっとこう、こうすればどうだろうか、ああすればどうだろうとい

うものを提案出来るそういう組織があって、一定それに基づいて、学校がそれを

参考にしながら、実行の取り組みを推進しているというふうにしていかないと、

何かあった時にいつもいつも事務局が集められても、とても対応出来ないかな

あというふうに思いますので。 

情報全部のことも勿論あるけれども、大体ＧＩＧＡスクールで学校が抱える情

報を活用した教育の在り方っていうのは網羅出来ると思うので、何とか今浜田

委員さんがおっしゃったようなこともここに盛り込めないかなとちょっと思っ

てしまいました。そうなってくると、年間２回っていうのはちょっとねえ。 

 

そうですね、はい。 

 

どうなんでしょうね、やっぱり当然… 

 

任期制というのは、結局任命した日から当該年度の３月３１日ですね、極めてだ

から回数が限られるわけですよね。２年を任期にして、もうちょっと今議論にな

りゆうようなことを盛り込んでいったほうがいいんじゃないか。 

そうすると、次に出て来る委員のメンバーがこれでいいのかということになり

ますよね。 

 

そうです、どうしたらえいのかな。うーん、それとまた別のこっちの組織と考え

るのか。 
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まあなかなか、ＩＣＴついて全体を話すってなると、じゃあ適当な回数は何回か

ってなると、実際その２回を４回にしたところで、十分な話が出来るのかという

のもありますので、まあ結局は、実際現場で動く人間を中心に下話を定期的にや

っていくっていうのは、どうしても必要になるかなと。別途そういうその仕組み

とかいうのも考えないと、なかなか、結局学校のその担当者とかいうのも、先ほ

ど申しましたセキュリティーポリシーの委員とかも、学校が校長先生になって

ますが、実際ほんとに運用… 

 

名前だけになっている。 

 

の話を実際問題、こう校長先生を集めて話してそれ進むのかというとそうじゃ

ないと思うんで、それはやっぱり別途担当者みたいなのを作らないかんかなと。 

情報担当者というのは学校に１人以上おりますが、その人ばっかりにセキュリ

ティーのことから推進のことから、何もかも詰めてくれみたいなことは、もうち

ょっと余りにも負担が大きいので、セキュリティーはセキュリティーで、どなた

か学校の別の方にお願いするとかいうところが、今後はやっぱりちょっと必要

なのかなというふうには思ってます。 

 

まあ、要はここに目的とか書かれてない部分と同じことなので、課題とか、どう

いうふうにこうなっていきたい、そういうものが抽出されて、それに基づいて目

的が出来て、それに基づいて多分大きければ、それ専門の分科会を下へ作ればえ

い。 

 

そうですね、そうですね。 

 

それぞれ。ほんでそこに責任者を置いて、必要な人を集めて、やって研究してい

っていただいたら、当然、県もＧＩＧＡスクールやっているわけやし、大きなと

ころじゃ他もやってる、国も推進してる。だから、課題そのものはどんどん出て

来るし、進んだところは進んだところで、こういうふうにありたいという方向で

進めていってますよね、将来子ども達がこういう幸せになる為には、こういう教

育をしていかなくちゃなかなか難しいねという部分で。 

今ここでこう言うんじゃなくて、そういうふうに考えていかないと、なかなかこ

の問題は単に、国からタブレットをこう、昨年度３月までに購入して、学校へ配

って推進せえという目的で、それがどうなってるかだけの検証ではないような

気がするんですけどね、香美市がどういうふうに考える？ 
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それと、告示の施行が今日ですよね。 

 

はい。 

 

今日施行しなくちゃいけない理由はなんですか。 

 

１回目の会を、実はもう１２月に実施をちょっと調整をしてまして。 

 

推進することは、仕方ないのかなと。 

けどやっぱり、これは香美市教育委員会としてどう考えるか。そこは議論をしな

がら進めないと、まあ特に自分も含めてですけど、昭和を生きた昭和の考え方で

いってますから、その辺を含めて、これからどうやってこう変わっていって、ど

ういう時代を迎え、その中でどういう課題があり、どういう方向に、対極的な展

開の中で議論していかないと、いけないんじゃないかなと思います。 

 

現状、教育委員会自体、そういう長期的な展望とかいうのは、正直あるかと言え

ばはっきりしたものが無いのが現状だと思いますので、そういうところも詰め

ていかないといけないことだと思ってます。 

 

けど、これを会を開いたとしても、現場の先生方からは出ないかもしれないけ

ど、Ａ先生とか、セキュリティーとかそういうことに進んでるＢ先生のほうから

は出るかもしれない、私が言ったようなことが。 

 

出るでしょうね。 

けど多分、この検証委員会、推進だけでは多分終わらない、委員の方々自体が推

進の役割、評価だけですというような話で恐らく終わらないと思うんですね。 

香美市の課題を明確にして、その課題解決の為に必要であれば、その分科会等も

設置をして改善し、子ども達の教育に資するというようなことを目的にして、恐

らく１回目の話でも、これもこれも、これもなんちゃあ出来てないやないかって

いう話になろうかと思うので、それならどうしましょうか、じゃあ、分科会でも

うちょっと小回りの利くことをちゃんと話をしてくださいというようなことに

なれば、まあそれもそうなるでしょうし、それを受けてセキュリティーのことで

あるとか、もっともっとより良い活用の方法についてとか、そんなことを具体に

カバーしていけるようなことを目的にしたほうがいいように思いますが、それ

をどうしたらいいんですかね、目的として書き込む？ 
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まあ、結局情報セキュリティーポリシー、セキュリティーの関係の会っていうの

があって、別途要綱とかもありますので、そことの関係をどうするのかみたいな

ところもあります。こっちでもセキュリティーの話もして、あくまでそれはもう

セキュリティーポリシー考える為の会っていうのでもう置いちょって、こっち

でもセキュリティーの話もするのか。 

 

セキュリティーポリシーの会って開かれてるんですか。 

 

もうその作った時だけですね。 

 

だからまあ言ったら、実効性が無いわけですよね。 

 

まあ、特になんかそこでセキュリティーに関して、なんか問題が起こってそこで

話し合いをするかって言うと、現状今そんな仕組みにはなってないので、一応議

長は副市長だったと思います。まあ、電算室とかも入ってとかも入ってみたいな

会なので。 

 

そこはやっぱり違うかな。やっぱりＧＩＧＡスクールの中でやっていけばいい

と思うんですよ。市役所の情報については、もうちょっと教育委員会へ済みませ

ん、勿論協力もしますし一緒にやりますが、そこはやっぱり総務課とかそちらの

ほうで、もうイニシアティブ取っていただいて、教育委員会は教育委員会で、Ｇ

ＩＧＡスクールの推進における、いわゆる様々な課題に対応する組織を別立て

で作るということで構わないかなと。それは委員もダブるし内容もダブるでし

ょうけれど、あくまでもＧＩＧＡスクール内でのことであって、ＧＩＧＡスクー

ル言ったって、ＧＩＧＡスクールの範囲はもの凄く広くなっていくと。 

 

それと、副市長がやりゆうここの情報総務、総務課が、専門家もそれほどいない

し、実際は市役所の中の問題だけを扱ってるだけのことで、この問題は外まで含

めて考えなくちゃ、ちゃんと繋がっているという部分で。 

 

そうですね。 

 

まあ議論ですけど、そうするとそういう議論を踏まえたら、ここの方々について

被ってくると思うんですよ。まあ非常に執務に長けた方、まあＡ先生は別にして

ね、執務に長けた方で構成していますから、それ行けそれ行けっていろんな議論

が出て来ると思うんですよ。段々そうじゃない、よう着いて行かん、私なんかは
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宮地委員 
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教育長 

 

もう全然分かりませんのでねえ、チンプンカンプンになるんじゃないかと思う

んですが。進めるに当たっての功罪というのがありますからね、それを含めて議

論をしていくんだったら、もうちょっとメンバーを広くしたりしたほうがいい

のかもしれませんね。連動しますのでね。そこももうちょっと考えていただいた

ほうがいいかな、私はもうその辺分からないですね。 

 

委員としては今回の議案第１１号の名簿に付けてますが、一応アドバイザーと

言うか、オブザーバーとかも若干入る予定してまして、アドバイザーとして謝金

も払って、教育委員会の… 

 

委員以外に？ 

 

委員以外で、教育委員会の働き方改革をサポートしてる会社の代表者にアドバ

イザーに入っていただくのと、あと工科大学の研究連携部の課長のＢさんにも、

会自体には入っていただく、ほんとは委員に入っていただこうかと思ってたん

ですけど、ちょっと市のＩＣＴ推進の関係で補助金をもらってるというところ

で、ちょっと委員という中で、委員で入るのはちょっとまずいんじゃないかとい

うことで、あくまでオブザーバーというところで、あとオブザーバーということ

で、学校のセキュリティーポリシー作成に関わってくれた業者、広島ＩＴコーデ

ィネータ協同組合やったかな、そこにもちょっと、会自体は見ていただくつもり

をしてます。ただまあ委員自体については、もうちょっと幅広く、このＧＩＧＡ

スクールっていうのをどの範囲で捉えるかっていうところですけど。 

 

それでは済みません、議案第１１号にもう移って行ってますけど、議案１０号の

ほうで… 

 

設置要綱そのままやったら、これ連動してますからいいと思うんですけどね。 

 

結局この検証委員会の役割というのを、もう少しミッションを増やすと言うん

でしょうか、ミッションを細かくして、功罪について検討することが絶対必要に

なってくるので、そこのところをもう少し具体的に、書き入れてはどうかという

ふうには思うんですけれども、これは目的になるのか、趣旨になるのか。 

所掌事務みたいなことで… 

 

ことで入れる。 

 



16 

 

事務局 

 

教育長 

 

宮地委員 

 

事務局 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

浜田委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

浜田委員 
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どういう話をするのかというのを付け加えるということになると思います。 

 

そうですね。 

 

具体に項目別に書くということですね。 

 

そうですねえ、はい。 

 

あくまでもやっぱり、先ほどの総務が主体でやってくださっているセキュリテ

ィーポリシーとちょっと違う感じと、やっぱり学校教育の中で、様々や問題や取

り組みが出て来ると思いますので、そこに特化をするという、分科会なら分科会

を必要に応じて立ち上げるとか、そういうところを記載をしておいていただけ

ると、学校も安心するかなと思いますね。どうもそれに事務局だけでももうバタ

バタしますので、ちょっとそういうところも何かあればすっと招集が出来て、こ

ういうふうにしていったらどうかというような、小回りが利くような分科会が

あればいいのかなと思います。それをその中で書いていただくというところで。 

 

そうですね、分科会自体を必要あれば設けるみたいなのは、そういうのを入れて

る要綱はありますので、そういった形で内容を追加すれば、必要に応じて分科会

を実施するというのは出来ると思います。 

 

委員ですが先ほどの工科大学のＢさん、補助金は大学がもらってるので、彼がも

らってるわけではないですけど、学生たちに渡してますよ。それでやってるんや

から、利益供与的なことは考えなくていいんじゃないか、１つはね。 

それと、水町さんは分かりませんけど、多くの方が一定の年齢以上の方ですよ

ね。 

 

そうですね、Ｃ校長は校長先生ですけど… 

 

他の２人の先生は、は若いのですか。 

 

そうですね。 

 

出来れば大学の学生じゃないけど、そういうことを研究しているのがおるので、

そのほうがずっと長けてる、いろんなことに、世の中のことに、この世界に関し

てはですけどね。と思うので、その辺も含めて、まあＢさんもいろんなことを、
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教育長 

 

 

自分で作ったりいろいろすることは好きなので、他の方よりも活動的です、そう

いうのは。 

だから、どっしりとおらないかん人もおるけれども、そんなこををやっていく人

間も、批評だけやなくてね、必要なのかもしれませんね。 

だから、宮地委員が言ったように幅広い方々、今は情報言うても、ＤＸも含めて

ですけども、社会科学的な分とか心理学的部分とか含めて扱っていかなくては、

情報の一部を切り出して、そこたけやってたら駄目な時代になってるので、だか

らそういうことも含めて、若い方が入ってきていただければ、いいんじゃないか

なと思います。 

 

設置自体は問題じゃないですよ。だから今議論してるのは中身の問題ですから、

後を是非やっていただきたいんです。だから、その意見を踏まえていただいて、

この趣旨のところとか、実際に議論をする内容とか、ひょっとしたらここにあり

ます任期の問題、あるいは委員会も８名以内になってますけど、ひょっとしたら

皆さんいかない場合あるかもしれない。もう１回考えていただいて、あと、教育

長がここで決裁していただいて、進めていただいたらと思います。 

 

ありがとうございます。先ほどご意見をいただきましたように、まあ８名以内と

いうことでございますので、まだ若干名委員に就任していただける、推薦等もご

ざいますので、Ｂさんも先ほど今の浜田委員さんのご指摘であれば特に問題が

ないというふうに思いますし、実際ご指摘のとおり、社会的にも、それから資質

的にも、子どもの発達段階から見ても、子どもって凄くって、普通するようなこ

とをしていますのでいろいろと、そういったところも含めて、学生さんの代表に

も入っていただけるというような委員のメンバーになって、少し幅を広くして

いくという方向で改善をした後に、１２月に会を進めていくと。急ではございま

すけれども、まあ１回目ですからね、それから任期のことにつきましても、見直

しの必要があろうかと思いますので、そういうことについても事務局のほうで

協議をしていきたいと思います。 

ありがとうございました。それでは、議案第１０号、議案第１１号は、先ほどの

ようなことを含めてのご承認というところでお構いないでしょうか。 

 

「はい」という声あり 

 

ありがとうございました。それでは、議案第１２号、よろしくお願いします。 

 

議案第１２号「通学区域（校区）外通学ついて」 
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事務局 

 

教育長 

 

（議案１２号は、非公開案件審議） 

 

以上を持ちまして、１１月の教育委員会定例会を閉会いたします。ありがとうご

ざいました。 

 

（閉会時刻：午前１０時３８分） 

 


